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。杉沼正時JjO、久野畿也お、藤原箆麟刀、
松境紀子lI小林寛道1)
1 )策京大学大学説総合文化研究科生命環境科学系
2)筑波大学先端学際鍍域研究センター
{ f11J9]走滋動において速度が増加すると、換気盤、徴議
摂取盤および111:1乳酸濃度などが光進する。それに伴い身体
の仕事議(ピッチやストライドなど)にも変化が生じるので
はないかと考え、その対応性について経留した診
本研究は、トレッドミル歩行、走行中の呼吸額環反応とピッ
チおよびストライドの変化との対必殺を検討するとともに活
動筋肉の酸議動態を澱定し、そのメカニズムを検討すること
を底的とした。
{ji滋j対象:大学路上':tfi離選手3名 (20"'25灘、体議あた
り予Ozma.x58.7"'66.2mllkgl分:以下関じ)、策提留経距離選
手努子2名 (22---25議、 64.9-71.0ml/kgl分)、女子2名 (24""
27議、 60.6......62.8mllkg/分)、競歩選手弟・女各l名〈労子22
紘 69.2mνkgl分、女子25裁 55.0mほgl分)であった。方法:
純度OJJtのトレッドミル上を錦子中・長距離選手には2∞W分
""'370m!分までの4--6負荷について4""6分間走行させ、幾多
選手には140m!分'"'240m!分までの6負荷について4分間歩行さ
せた。このu寺の換気盤、駿楽摂取ノ盤、心的数、血中乳綾瀬度、
を総主主した。 Oxy-Hb'Mb濃度の変化(近藤外分光義援(オ
ムロン社製〉を用い、右古都緋}援筋の外・内側部うがり筋腹位緩〉
として運動後に酸素濃度が回復するまでの112の時間を揺擦と
して用いた。また、この時走行中のさ品数綴度(ピッチ〉と歩
鰭(ストライド)を求めるために走者の3契機からピヂオ擁影
を行い、 20歩に皇室する時間からそれらを勢;出した会
議成~.&び著書写j 対象者9名のLactatel1u-eshold (LT)鱒にお
ける%も02m獄は、 64.7...._~H.8%であった。 4"'"'6種類の築なる
速度で歩行、走行した畿の各ステージ1分ごとのピッチとスト
ライド長を親祭してみた。ある強度以上になると問じ速度で4
""6分のあいだ歩行、走行していてもそのあいだにピッチは難
滅しストライド長は・漸増するパターン(ストライド義製)を
訴す考古'7名箆られた。また、ある強度以上になると関じ速度
で4-6分のあいだ走行していてもピヅチは漸増しストライド
長は議滅するパターン〈ピッチ袈)を訴す者均三2名見られたa
いずれのバターンにおいてもその時の強度と邸中乳駿譲度の
変助点とされるLT強度と)殺していたe 各ステージ終了後の
近務外分光法より求めた12図後時間と運動強度との際保は、
ピッチ製では、慮中乳酸濃度の激怒とよく一致する綴向を這え
したが、ストライド;箆裂には線鶴な樹祭は見られなかった。
本研究結果から定行中のピッチやストライドの変化は特に
慮中乳重量濃度の動態と擦採が潔いことが税らかとなったカえ
筋肉の織議滋度との関係については、不携な点も多く槙i数を
増やしたザ、実験条件などを鍍えるなどして今後の縛検討が
必裂であると考えられる。
ピッチ、血中乳酸譲度、畿議濃度の1/2間後略鱒
